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2021年（令和3年）新年賀詞交歓会は中止します  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
第163回理事会（ウェブ会議）開催 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

「第30回部品部会及び講演会（ウェブ会議）」を開催  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
第41回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール作品募集締め切り‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
2020年度第1回共通基盤ネットワーク研究会（ウェブ会議）開催 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
第1回JIAM2022実行委員会（ウェブ会議）開催 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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　2020年10月9日（金）に開催した「正副会長会議」で、新型コ

ロナウィルス感染症の感染拡大防止のため、2021年新年賀詞

交歓会の中止が決まり、その後に開催した第163回理事会で承

認されました。

　皆様方のご健勝と新型コロナウィルス感染症の終息を心

よりお祈りします。

眞壁八郎 会長

第163回理事会（ウェブ会議）開催

　当工業会の第163回理事会を航

空会館（東京都港区新橋）で開催

し、すべての議案を審議しました。

当日は新型コロナウィルス感染症

感染防止を考慮して、会場とオンラ

インによるウェブ会議の両方を活用

し、理事18名に対し15名の出席で

過半数となり、理事会は成立しすべ

ての議題について承認可決及び報告が行われました。

　冒頭に眞壁会長より以下の挨拶がありました。

　＜挨拶要旨＞

　昨年より続く米中の経済摩擦に加えて、新型コロナウィル

ス感染症の拡大により、世界経済は大きく減速しており、国内

においても今年の第2四半期のGDPは史上最大規模の減少

幅となったが、9月の製造業の業況判断は6月に比べ徐々に改

善していると言われている。当業界においては、巣ごもり需要

による家庭用ミシンの需要があったものの、アパレル需要は

低迷しており工業用ミシンの需要は停滞している状況である。

このような中で当工業会の重要な事業の一つ目は「展示会事

業」で、JIAM展は新たにJIAM2022として、2022年11月30日

（水）から12月3日（土）までインテックス大阪で開催すること

となった。今後、実行委員会及びWGでテーマ、主催者企画の

見直しを取り組むこととなり、併せてコロナ禍の中で展示会の

運営もオンライン活用の併用を検討し、日本の先進技術と匠の

技を、組み合わせた製品やソリューションを世界に発信してい

きたい。二つ目は「共通基盤ネットワーク研究会」で、昨年度は

データ活用の課題の中から縫製仕様書や縫製品製造における

用語の標準などに取り組んだが、参加会員企業の方向性が定

まらなかったので、本年度は幅広く共通的な課題を見つけると

ともに新たな技術を調査していきたい。

　三つ目は「ソーイングの普及促進」で、第41回ホームソーイン

グ小・中・高校生作品コンクールの作品を募集中だが、コロナ

禍や台風、長雨等の自然災害の影響もあって作品応募状況が

心配なところであり、引き続き関係者への周知のご協力をお願

いしたい。本年は4月の日本ホビーショー、8月の霞が関子ども

デー等のイベントが中止になりミシンを使ったものづくりの体

験ができなかったが、家庭でのマスクやエコバッグ作りなど新

たなニーズも生まれて、このものづくりの広がりを一過性のもの

とせず、継続していくために「作品コンクール」等を通して、子

どもたちの将来を見越した普及策を考えていきたい。

　ご来賓として経済産業省製造産業局産業機械課の安田

正一課長補佐殿及び岡田　淳係長殿にご臨席いただき、経済

産業政策の重点他についてご説明いただきました。議事の概

要は以下のとおりです。

　議題1. ～議題6. 2020年度会費徴収額の変更、2020年度上

期事業概要、2020年度下期事業、JIAM展、共通基盤ネット

（2020年10月9日(金)、15：00～、航空会館）

2021年（令和3年）新年賀詞交歓会は中止します。
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ワーク研究会の取り組み、役員候補者資格年齢の変更につい

ては、原案どおり承認可決されました。

　議題7. ～議題8.会員の異動、今後のスケジュールについて報

告が行われました。

　今後の主要な行事等は以下のとおりです。

　注）今後の新型コロナウィルス感染症の状況により見直す

場合があります。

会議・行事名等 日時・時間・場所 議題他

正副会長会議
2021年1月18日（月） 
開催時間未定
日本工業倶楽部

①2020年度予算執行状況について
②2021年度予算について
③第41回ホームソーイング小・中・高校生
　作品コンクール事業について　他

2021年新年賀詞交歓会 （中　止） （中　止）

正副会長会議
2021年3月6日（土） （予定）
10：00 ～ 11：00
日本工業倶楽部

①第164回理事会の審議・報告事項他

第164回理事会
2021年3月6日（土） （予定）
11：10 ～ 13：00
日本工業倶楽部

①2020年度事業報告・決算報告
②2021年度事業計画・収支予算
③次回JIAM展について　他

第41回ホームソーイング小・中・高校生
作品コンクール入選作品表彰式

2021年3月6日（土） （予定）
13：30 ～ 16：00
日本工業倶楽部

上位入賞者表彰式・受賞者交流会　他

「第30回部品部会及び講演会（ウェブ会議）」を開催

第41回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール作品募集締め切り

　2020年10月2日（金）、13：30より当工業会会議室（東京都港

区新橋）を拠点にして、オンラインによるウェブ会議で「第30回

部品部会及び講演会」を開催しました。講師は日鉄総研㈱ 客

員研究主幹 山藤康夫（さんどう やすお）氏で、一般社団法人

日本機械工業連合会（日機連）の「IoT・AI時代のものづくり人

材調査専門部会」で6年間研究を続け、「令和元年 IoT・AI時

代のものづくりと人の役割変化への対応調査研究～ものづくり

DX（デジタル・トランスフォーメーション）の推進に向けたΠ型

（ぱいがた）能力とスピードを～」のテーマの報告書を取りまと

めました。今回は、「ものづくりＤＸ、Π型能力、アンラーニング

～魅力ある製造業の再構築に向けて～」について講演をいただ

き、ものづくりDX、Π型能力、アンラーニングの基本的な考え

方について説明されました。当日は廣瀬部品部会長をはじめ、

　全国の小・中・高校生を対象とした第41回ホームソーイング

小・中・高校生作品コンクールの作品募集は10月30日（金）で

締め切り、多くの作品が寄せられました。関係各位のご協力に

厚く感謝いたします。今後は12月に開催する第一次、第二次審

部会員、事務局を含めて9名が出席しました。

　講演会終了後、引き続き部品部会が行われ、縫製機械部品

業界の市場動向を中心に活発な意見、情報交換が行われま

した。

査会で入選作品が決定します。 

　入選作品表彰式はオンライン参加も含めて検討しており、

2021年3月6日（土）、13時30分より日本工業倶楽部（東京都千代

田区丸の内）で開催を予定しておりますのでご期待下さい。
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　新型コロナウィルス感染症の感染拡大は先が見えない状

況が続き、日本並びに世界経済へも大きな影響を与えてい

ます。当工業会も大きな行事、イベントが中止され、来年1月に

予定していた「新年賀詞交歓会」は中止となりました。残念で

すが、今、重要なことは一人一人が感染予防を行い、気を抜

かずに生活することが大切です。一刻も早く、この感染症が終

息し普段の生活が戻ることを望んでいます。皆様のご健勝を

心より祈念いたします。

2020年度第1回共通基盤ネットワーク研究会（ウェブ会議）開催

第1回JIAM2022実行委員会（ウェブ会議）開催

　2019年度は当業界、アパレル等の間の生産、出荷、販売デー

タの連携を図り、多品種少量生産によるアパレル製品のマスカ

スタマイゼーションを推進させ、消費者の実需に即した生産方

式の確立及び技能者の技術伝承を可能とすることで、縫製機

械製造業の競争力を高めることを目的に、CADと後工程間の

データ連携を可能にするための縫製仕様書及び縫製関連機器

の用語共通化を検討しました。

　2020年度は幅広く参加者から、業界共通の課題や研究テー

マを募ることとしております。例えば、部分縫製工程の間を連

動するための移動方法（ピッキング技術）の開発、縫製機械を

繋ぐために必要な項目の標準化、通信方法の業界推進版の検

　当工業会の事業の一つであるJIAM展は、新たに「JIAM 

2022 OSAKA」として、2022年11月30日（水）から12月3日

（土）まで、インテックス大阪4，5，6B号館で開催されます。本

年の9月29日（火）に新たに第1回JIAM2022実行委員会を開

催し、今後の取り組み方等について検討を行いました。

　今後は実行委員会及び同WGで、次回JIAM展開催に向け

て検討し、準備を進めてまいりますので、引き続きご協力を下

さいますようお願いいたします。

（I.M.）

討も視野に実施することとします。第1回は以下の講演を参加

者59名を得て行われました。

（1）第１回　　日　時　2020年10月20日（火）14：00～16：00　　　　　場　所　航空会館（東京都港区新橋）
内　容　工業用ミシンのIoT化の取り組みについて
講　師　トヨタケ工業㈱　代表取締役社長　横田 幸史朗（よこた こうしろう）氏

（1）第1回JIAM2022実行委員会（ウェブ会議）　　
日　時　2020年9月29日（火）14：00～16：00　　　　　場　所　当工業会会議室
議　題　①JIAM2020実行委員会運営要領の改訂について
　　　　②現状に関する報告及びJIAM2022検討案について
　　　　③JIAM2022の次のJIAM展について　他


